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申込締切／3月3日（木）お申込方法

四日市地域の企業に着目し、以下①～③の視点を有する地域を拓く未来企業を発掘し、何らかのかたちで公表するこ
とを目的とする。①一定の市場を獲得している企業または新しいビジネスモデルを模索している企業 ②従業員の意
欲を掻き立て新しい働き方を提示している企業 ③地域・社会と積極的に関わろうとしている企業

〈総合政策学部准教授〉岡 良浩経営環境問題

SDGsの目標9 「産業と技術革新の基盤を作ろう」を対象とし、AIを用いて問題の解決を目指す。具体的には、AIを用
いて、食品ロス削減、水質改善、外来生物駆除を目指す。また、学生の参加によって、Society5.0の実現を担う人材
育成へも寄与することを目指す。

〈環境情報学部准教授〉片山 清和産業問題

森林で生活する野生動物の調査を通じて森の豊かさを再発掘するとともに、里山の荒廃程度を把握するための健全度
評価や、里山域で問題となる獣害調査を実施する。また、里山荒廃の原因となる放棄竹林問題に対応するため、竹林
間伐材による里山資源の循環モデルの構築を検討する。

〈環境情報学部准教授〉廣住 豊一森林・里山問題

四日市市においても食品ロス削減への取組みは重要であり、課題解決のためには発生源となる食品関係事業者と消費
者を中心に、多様な主体の参画が不可欠である。このため、四日市市における食品ロスの削減を目指したコレクティ
ブ・インパクトの研究を行い、効果的な食品ロス削減のあり方を探ることとする。

〈総合政策学部特任教授〉松井 真理子食品ロス問題

特定プロジェクト研究は、地域に対して特に高い存在感を示しうるある程度規模の大きな研究またはプロジェクトで
ある。なお、昨今の時流を鑑み、SDGsの複数の目標の達成に資するとともに、地域課題の解決に寄与するものである
ことを原則としている。

〈学長・研究機構長〉岩崎 恭典「特定プロジェクト研究」とは

参加無料・事前申込制地域連携フォーラム
2021年度四日市大学

四日市大学は
持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、
オンライン実施に変更となる可能性があります。
その際は、大学HP等でお知らせいたします。


